

	月
	教材名
	　　　　　　配当時数


	◆学習目標と主な学習活動
	評価の観点
	学習指導要領

との関連

	四月
	○全体の整い
	１時間
	◆「全体の整い」というイメージを理解する。
1　写真を見て，「全体の整い」ということのイメージをつかむ。

2 「はしる電車の中で」を見て，写真の整いと文や文章の整いとの共通点を考える。
	【関】全体の整いということに関心を持っている。筆記用具の扱い方やよい姿勢，基本点画の書き方を確かめようとしている。
【言】用具の扱い方やよい姿勢，基本点画の書き方を理解している。
	伝国（２）ア

	
	一　初めに
確かめよう

①しせいと

筆記用具の

持ち方
	
	◆書くときの姿勢と，筆記用具の持ち方を確かめる。

１　よい姿勢と，鉛筆・毛筆の持ち方を確かめる。
２　姿勢と筆記用具の持ち方について，友達と確かめ合う。
	
	伝国（２）イ

	
	▽基本点画の
書き方
	
	◆基本点画の書き方を確かめる。
1　三・四年生で学習した基本点画の書き方について，穂先の位置や筆圧の加え方，筆の運び方を確かめる。
	
	伝国（２）ウ

	四月～五月
	②文字の
部分の整え方
	２時間
	◆文字の部分の整え方を確かめて，形を整えて書く。

1　例示された四つの文字について，どこをどう直せば字形が整うかを考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，毛筆で「仲間」を書いて確かめる。
	【関】文字の部分を整えて書くために大切なことに関心を持ち，書いて確かめようとしている。

【言】画の方向・接し方・交わり方・間隔など文字の部分の整え方を理解して，形を整えて書いている。
	伝国（２）ウ

	五月
	③文字の
組み立て方
	２時間
	◆文字の組み立て方を確かめて，形を整えて書く。

1　例示された三つの文字について，どこをどう直せば字形が整うかを考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，毛筆で「新風」を書いて確かめる。
	【関】「左右」「上下」「内外」など文字の組み立て方を，書いて確かめようとしている。

【言】「左右」「上下」「内外」など文字の組み立て方を理解して，形を整えて書いている。
	伝国（２）ウ

	六月
	二　全体を

読みやすく書こう

①漢字と
ひらがなの大きさ
	３時間
	◆漢字と平仮名の大きさに気をつけて書く。

1　二つの例を比較して，漢字とひらがなの大きさと読みやすさの関係を考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，毛筆で「知る」を書いて確かめる。

4 漢字と平仮名の大きさに気をつけて，鉛筆で文を書く。（縦書き，横書き）
	【関】全体の整いと，漢字と平仮名の大きさと読みやすさの関係に関心を持ち，意識して書こうとしている。

【言】全体を整えて読みやすくするために，漢字よりも平仮名を小さめにして書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	六月～七月
	②けい線と
文字の大きさ
	３時間
	◆けい線にふさわしい文字の大きさで書く。

1　二つの例を比較して，けい線の間隔とそれにふさわしい文字の大きさを考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，「実りの時」を毛筆で書いて確かめる。

4 けい線にふさわしい文字の大きさを考えて，鉛筆で文・文章を書く。（縦書き，横書き）
	【関】けい線の間隔と文字の大きさとの関係に関心を持ち，意識して書こうとしている。

【言】けい線や紙幅にふさわしい文字の大きさを意識しながら書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	九月
	③配列
（行の中心と行間）
	３時間
	◆行の中心と行間に気をつけて書く。

1　二つの例を比較して，行の中心や行間と読みやすさの関係を考える。

2 1 で気づいたことを，鉛筆で書いて確かめる。

3 1 で気づいたことを，小筆でクラスの目標を書いて確かめる。

4 行の中心と行間に気をつけて，鉛筆で文・文章を書く。（縦書き，横書き）
	【関】行の中心と行間をそろえると読みやすくなることに関心を持ち，意識して書こうとしている。

【言】行の中心と行間をそろえることの意味を理解して書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）ウ

	十月
	▼ひろげよう

教室の文字を
よりよくしよう
	２時間
	◆これまでの学習を生かして，教室の文字がよりよくなるように工夫して書く。

1　教室の中で文字が書かれている場所を探して，図に書きこむ。

2 よりよくできそうな文字を見つける。

3 文字をよりよくするために，用具用材や適切な書き方などについて話し合い，計画を立てる。

4 分担して書く。
	【関】教室の文字環境をよりよくすることに関心を持って，案を考えようとしている。
【言】用具・用材を選び，協力して教室の文字を工夫して書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	
	三　用紙に応じて
書こう

①ふうとうとはがき
	２時間
	◆封筒とはがきに，住所・宛名・差出人の住所・名前を，適切な文字の大きさと配列で書く。

1　例を見て，封筒とはがきに書くときの，適切な文字の大きさと配列を考える。

2 1 で考えたことを，水性ボールペンで，封筒とはがきに，住所・宛名，差出人の住所・名前を書いて確かめる。

3 1 で考えたことを，小筆で，はがきの表に書いて確かめる。
	【関】封筒とはがきの宛名や差出人の書き方に関心を持っている。

【言】封筒やはがきの宛名や差出人を，筆記用具の特徴を考え，文字の位置や大きさに注意しながら書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	十一月
	②便せんとはがき
	２時間
	◆書きだし，結び，改行，日付，名前の位置に気をつけて，便せんとはがきに書く。

1　例を見て，便せんに書くときの，書きだしと結び，改行，日付・名前の適切な配列の仕方を考える。

2 1 で考えたことを，水性ボールペンで便せんに書いて確かめる。
3　例を見て，はがきに書くときの書き方を考える。

4 3 で考えたことを，水性ボールペンではがきに書いて確かめる。
	【関】便せんとはがきの書き方に関心を持っている。

【言】便せんとはがきに，書きだしと結び，改行，日付・名前を適切に配列し，筆記用具の特徴を生かして書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

	
	③原こう用紙
	１時間
	◆題名・名前・文章の位置に気をつけて，原稿用紙に書く。

1　例を見て，原稿用紙に書くときの題名・名前・文章の適切な位置を考える。

2 過去に書いた原稿用紙を友達と見せ合い，1 で考えたことをもとに話し合って，もう一度原稿用紙に書き直す。
	【関】原稿用紙の書き方に関心を持っている。

【言】題名・名前・文章の位置など原稿用紙の使い方を理解して，丁寧に書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

	十二月
	▼書きぞめ
	２時間
	◆これまでの学習を生かして，長半紙に書き初めをする。

1　書き初めに書く言葉を決め，筆記用具や紙を選ぶ。

2 文字の大きさや配列を意識して書く。
	【関】気持ちをこめて，丁寧に書こうとしている。

【言】よい姿勢や筆の持ち方で，自分の課題を直しながら，丁寧に書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	一月
	④学級日記
	１時間
	◆枠の大きさやけい線の幅に気をつけて，学級日記を書く。

1　学級日記の例を見て，枠の大きさやけい線の幅と文字の大きさの関係について考える。

2 1 で考えたことを，学級日記を書いて確かめる。
	【関】学級日記の書き方をよりよくするための改善点を考えている。

【言】枠やけい線の幅，漢字と仮名の相対的な大きさを考えて，学級日記を書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

	
	▽俳句を書こう
	１時間
	◆短冊にふさわしい文字の大きさや位置を考えて，自作の俳句を書く。

1　発表する自作の俳句を決め，筆記用具を選ぶ。

2 文字の大きさや位置を考えて，短冊に自作の俳句と名前を書く。
	【関】短冊の書き方に関心を持ち，ふさわしい筆記用具を選んで書こうとしている。

【言】筆記用具を選んで，適切な文字の大きさや位置で俳句を短冊に書いている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ

	二月
	▼ひろげよう

調べたことを
レポート用紙に
書こう
	２時間
	◆これまでの学習を生かして，調べたことをレポート用紙に書く。

1　例を見て，文字の大きさや配列など，これまでに学習してきたことをもとに，レポート用紙の書き方を考える。

2 調べたことについて，メモをもとに文章を考え，下書きをする。

3 下書きを推敲して，1 で考えたことをもとに，レポート用紙に清書する。
	【関】レポート用紙の書き方に関心を持ち，読み手を意識して丁寧に書こうとしている。

【言】これまでの学習を生かし，題名，名前や小見出し，書きだしの位置，けい線の幅と文字の大きさ，行のそろえ方などに注意して書いている。
	伝国（２）ア

	二月～三月
	四　学習のまとめ

グループで本を
手作りしよう
	３時間
	◆これまでの学習を生かして，グループで本を作る。

1　グループで，本のテーマを決め，アイディアをカードにまとめる。

2 分担を決めて，表にまとめる。

3 読みやすさを考えて，レイアウトを決める。

4 原稿を下書きする。

5 原稿を清書してまとめて綴じ，本にする。
	【関】これまでの学習のまとめとして意欲的に取り組み，読みやすさを考えながら丁寧に書こうとしている。

【言】これまでの学習を生かし，目的に合わせて筆記用具を選び，適切な文字の大きさと配列で書き，本にまとめている。
	伝国（２）ア

伝国（２）イ

伝国（２）ウ


評価の観点           【関】…国語への関心・意欲・態度，【話聞】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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